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緊急支援（ジャワ島

地震） 5.1%
復興支援

（パキスタン地震）
5.5%

緊急支援

（スーダン） 7%

一般食糧支援

18%

学校給食支援 31%

「アフリカの角」飢餓

救済 34%

送金国
送金額
(千円）

インドネシア 79,529
ケニア 78,507
カンボジア 21,363
スーダン 20,000
パキスタン 16,603
ラオス 16,594
バングラデシュ 12,748
ブータン 11,994
レソト 11,286
国指定なし送金 10,891
モザンビーク 8,594
エチオピア 5,000
ギニアビサウ 5,000
アフガニスタン 2,500
朝鮮民主主義人民共和国 2,000
ガンビア 1,000
マラウイ 918
合計 304,527

使途 送金額（千円）
「アフリカの角」飢餓救済 103,507
学校給食支援 94,579
一般食糧支援 54,309
緊急支援（スーダン） 20,000
復興支援（パキスタン地震） 16,603
緊急支援（ジャワ島地震） 15,529
合計 304,527

モザンビーク 2.8%

国指定なし送金 3.6%

レソト3.7%

ブータン 3.9%

バングラデシュ 4.2%

ラオス 5.4%

パキスタン 5.5%

スーダン 6.6%

カンボジア 7.0%

ケニア 25.8%

インドネシア 26.1%

エチオピア 1.6%

ギニアビサウ 1.6%

アフガニスタン 0.8%

マラウイ 0.3%

ガンビア 0.3%

朝鮮民主主義人民

共和国 0.7%

【ご寄付の活用について】 

 

下記の表とグラフは、2006 年 1 月から 2007 年 7 月までに、国連 WFP 協会が皆様からお預かりした  

ご寄付の送金国別内訳と使途別内訳を示しています。送金国別、使途別ともに、上位を占めるのは

2006 年より積極的に実施している「アフリカの角」飢餓救済キャンペーンと、2007 年度以降重点を置い

ている「学校給食プログラム」に関連したものとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）みなさまからお預かりした募金の 75%以上は国連 WFP 協会より WFP ローマ本部に送金され、現地における飢餓救済活

動に充てられています。募金収入の 25%の範囲内で、国内での募金活動、啓発宣伝費、管理費等の事業経費に充てさせて

いただいております。 

《送金国別》 

《使途別》 
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写真①        ©WFP/Garissa 写真②        ©WFP/Garsen 写真③    ©WFP/Tana River Direct 

「アフリカの角」地域にこれだけの食糧が届けられています！ 

【「アフリカの角」飢餓救済キャンペーン】 

 

WFP 国連世界食糧計画（以下、WFP）では、昨年 9 月以来干ばつとそれに 

続く大洪水の被害に見舞われたアフリカ南東部に位置するケニア、スーダン、

ソマリア、ジブチ、エチオピアなどの「アフリカの角」地域に、重点的な緊急 

食糧支援を実施しました。同キャンペーンにおいて、多くの一般個人及び  

団体の方々をはじめ、多数の評議員の皆様のご賛同を得て2007年5月末で

およそ 1億円に達しました。 

 

 

「アフリカの角」地域における WFP の緊急支援活動とは… 

 

 

 

 

 

 

WFP は、災害時にその時々の災害に応じてあらゆる最適な手段を尽くして食糧支援を行います。  

大洪水により、写真①にもみられる通り、村はすっかり水浸しになってしまい、人々は仮設避難所での

生活を余儀なくされています。そんな時、WFPは写真②のようにボートで被災者に食糧を配給し、写真

③のようにヘリコプターや飛行機によって懸命に食糧支援を続けています。WFPは食糧危機に見舞わ

れやすい「アフリカの角」地域に対して引き続き支援活動を続けます。 

 

 

 

 

 

●ケニアでは、2006 年に 530 万人の干ばつ被災者に対し 34.5 万トンの食糧を配給しました。 

●ソマリアでは、2006 年に 150 万人の洪水被災者に対し 78 千トンの食糧を配給しました。 

●ソマリアで 100万人、エチオピアで170万人、ジブチで5万人の干ばつ被災者に対し食糧を配給

し続けています。 

●エチオピアでは、2006 年に干ばつ被害の大きかったソマリ地域とボレナ地帯へ 12万トンの食糧

を配給しました。 
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【各国からのレポート】 

 

皆様からお預かりしたご寄付は、各国の学校給食プログラムを含む社会開発支援、緊急支援、復興

支援における食糧支援に活用させていただいております。 

 

□ケニア（緊急支援） 

2006 年 10 月に始まった雨季は 11月に活発化し、ケニア北東部と  

ソマリア南部に大洪水が発生しました。これは 1997 年以来最悪の 

洪水で、厳しい干ばつに見舞われていた地域を襲った結果、増水に

より孤立した多くの村々で物資の供給は滞りました。そこで、現在

WFPの緊急支援及び復興支援では、食糧や食糧以外の緊急支援 

物資の空輸、陸上輸送ができない地域における人道支援を実施し

ています。2006 年 11 月下旬、WFPが管轄する UNHAS（国連人道

航空サービス）により、ケニア政府とケニア、ソマリア両国で活動している人道支援機関へ空輸サービ

スを開始し、受益者はおよそ 85万人、ケニアとソマリア両国に空輸または空中投下した食糧はおよそ

2,000 トン、食糧以外の緊急支援物資は 350 トンになりました。 

 

□インドネシア（緊急支援） 

皆様からお預かりした募金のうち、1,553 万円はジャワ島の震災に 

あわれた被災者の方々への緊急食糧支援に活用させていただき 

ました。WFP は、他の国連機関や政府機関と協力しながら、ジョグジ

ャカルタを襲った地震被害者に対して、36 時間以内に緊急食糧支援

を実施いたしました。これにより、450世帯、2万人の方々の役に立つ

ことができました。 

 

 

 

ムボクミナさんは、地震で完全に破壊された村出身の老婆です。他の村人たちと同様に、地震の直前

は彼女も近くの田んぼで稲刈りをしていました。彼女は刈り取った稲を今後の蓄えにしようと思い倉庫

に保管しておいたのですが、地震のために彼女の家は倒壊し、蓄えられた米を取り出すことができなく

なってしまいました。さらに 2 日後には、暴風雨が彼女の食糧を水浸しにしてしまいました。このような

状況の中、栄養強化ビスケットと栄養強化ヌードルを積んだ WFP のトラックはどんなに有難かったこと

でしょうか！食糧支援は、彼女が失った食糧をまかなうには十分とは言えませんでしたが、生きるため

に必要な食糧を受け取ることで、彼女は明日からの復興活動への意欲を取り戻すことができたので

す。 

 

 

 

© WFP/Garissa 

ムボクミナさんからのありがとう 

© WFP/Rein Skullerud 




